第　2　回　施設処遇検討会議　議事録

H21.04.13　13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：秋山S.G.M・上平ユリ子・馬渡道伸・小笠原嘉紀

出貝梢・向奈津美・中村文洋・三浦理見・三浦トシ子

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・小坂和子)
記　録：出貝　梢

議題

１：森　美保子様（青明舎利用者様）の処遇について

２：繁名　和恵様（青山荘入所者様）の処遇について

３：岩城　敏夫様（青風荘入所者様）の処遇について

１：森　美保子様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

・就労訓練への取り組み
●パンション（週２回）での掃除訓練

· パンション側と本人評価をしながら、ゴールデンウィーク明けから週２回へ訓練日を増やせるよう調整する。

· 半年・１ヶ月ごとなど作業の区切りを見て、ささクリニック・家族とケース会議実施し、振り返りと目標設定を行う。

●事業所見学

· ４月４週目にクローバーズピア八戸東の見学を実施するため、事業所側との日程調整を行う。

· 事業所見学終了後は振り返りを行い、必要に応じて利用について検討する。

· 八戸市内の事業所の見学予定を立て、事業所側との調整をその都度行っていく。（現在見学を予定している事業所･･･ふれあいプラザあおば・茶居花等）

＜評価＞

　就労訓練取り組みでパンションリビエラ週2回１日2時間での掃除訓練を求人ペースでやってもらい、習慣化できてきたら次へのステップへ移行していく。視野を広げていく意味でふれ愛プラザとクローバーズピア・茶居花などの事業所へ繋げていく。

２：繁名　和恵様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

①退所先支援

デイケア通所・外来・青明舎

· 退所先のパンションでは、食事の提供と共に管理人の方からの見守りが行われる。また、月に2回程、パンションでは、入居者の部屋への掃除を行っていることから、その際には自室の様子についても乱雑に見ていただく事としている。

· 緊急時には、管理人の方から、青明舎・青南病院への連絡を行ってもらうよう、連携を図っていく。

· 青山荘退所後は、相談窓口は青明舎へと移行するが、退所後も

1月ほどは、本人の相談など、青明舎と共に本人への支援協力を行っていく。

· デイケア利用は週に5日、訪問看護は隔週土曜日での利用を予定している。通所がされない、連絡が取れないといった場合には、青明舎が訪問し、本人の状態確認を行う予定とする。

②ご家族様・保護者様の支援協力

· ご家族様・保護者様からは、本人へのその都度の面会・見守りを行っていくことへの了承を頂いている。

· 本人の体調変調や緊急時には、青南病院などへの連絡をして頂くなど、病状悪化時の対応を連携していくことへ了承を頂いている。
＜評価＞
　4/14ケア会議、4/16～15パンション体験利用、4/19退所予定となっている。日中の活動場所として月～金曜日をデイケア利用とし、パンションからデイケアまではバスを利用することとしている。外来受信日は現在と同様に水曜日とし、土曜日の隔週で訪問看護利用を行う予定。退所後の不調時の対応として、不調の際はパンションスタッフへ訴えるのではなく、青明舎や青山荘へ連絡するようにSST行い、連絡先一覧のメモを持参して頂き、問題があった場合は連絡できるようにしていく。パンション見学行い、周りの環境等も確認しており、本人気に入っている様子見せている。その為、パンション入所に対しての不安は無い。また、不調でデイケアを休む際は青明舎や青山荘、デイケアへ連絡を行って頂くようにして行き、無断欠席で連絡が取れない場合は青明舎スタッフが訪問することとしている。住所変更は青山荘側で行った上で退所することとしている。
３：岩城　敏夫様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：心房細動

＜問題点＞

①身の回りの整理が出来ず、部屋が乱雑になっており、よく物が無くなる。
· 定期的にスタッフが介入して整理整頓を行い、内容別に分けて分かりやすく表示しておく。（廃棄することも促していく）

· 置き場所を決め、使ったものは元に戻す習慣を身に付けていく。

· 衣類を区別無く収納する為、洗濯の済んだ衣類は速やかに整理する習慣をつけ、汚れた物は洗濯かごに入れる習慣をつけていく。入浴時には交換・洗濯できるように促していく。

②被害妄想によりトラブルになる可能性がある。

（物を盗られる・俺を苛める等）
· 発言に対しては、否定も肯定もせず、ある程度本人の話しを聞く。傾聴する事で落ち着きを取り戻す為、順序だてて納得できるよう説明しながら、トラブル回避に努める。

③欲しい物があっても、適切な物を買うことが出来ず無駄になってしまう。

· 新しい物を購入する場合は、在庫を確認して本当に必要な物か再考して頂く。

· 衣類購入の際は体のサイズに合った服を選ぶ事が出来ない為、無駄のない買物をするように支援していく。

· 電化製品など高額の物を購入する場合は、適切の商品を選ぶことが出来ない為スタッフ同行で買物してもらう。

④ペースメーカ－の装着。
· 毎日バイタルチェックし異常がないことを確認する。

· 装着している事を意識して体を動かす事を拒否していましたが、ボーリングはスタッフの支援により参加する事が出来ていたので、今後も継続して激しい運動でなければ行なって良いことを説明し、身体機能・体力を維持できるように助言していく。

· 半年に一度、八戸日赤病院にて定期的に点検があるため、付き添って不安の解消に努める。

＜評価＞

部屋が乱雑で、よく私物を紛失して被害妄想に繋がっている為、買い物や持ち物等の整理整頓など定期的な支援を行っていく。また、被害妄想は最近減少傾向にある為、様子を見つつ、必要があれば介入をしていく。欲しいものは複数ずつ購入したり、同じ物を買ったりする為、新しいものを買う時は本当に必要なものか確認し、電化製品など高額の物を購入する場合は、適切の商品を選ぶことが出来ない為スタッフ同行で買物してもらう。ペースメーカーは半年に１度の定期検査を行っていき、必要があれば交換行っていく。







